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論文内容の要旨
本論文は、日本古代に展開した仏教の多面的実態を明らかにすることによって、古代社会における仏教の機能と役
割を解明しようとしたものである。第 1 部 6 章、第 2 部 3 章から成り、枚数は750枚 (400字詰め換算)である。また論
文 5 篇から成る補論『日本古代仏教史の諸問題』が付されており、枚数は320枚 (400字詰め換算)である。
第 1 部 1 章'"'-'3 章では、僧尼令にみえる法的規範が古代国家において実態的に機能していたのか否かを検証してい
る。そして、①僧尼犯罪の処罰事例においては、 8 世紀から 9 世紀初めまで僧尼令に則った運用がなされておらず、
僧尼令が生きた規範として機能していたとは言いがたいこと、②僧尼令では私度僧の取締りを規定しているが、実際
には宗教活動を行っている私度僧はほとんど容認され、時には官度僧に栄転しており、実態的には官度制と私度容認
が併存していたことを、明らかにした。
筆者はその上で、古代国家による仏教統制を過大視することを誠め、豪族仏教や民衆仏教が活発に展開していた状
況を実証的に明らかにして、古代仏教を国家仏教に収数させる通説的理解を厳しく批判した。そして古代社会におい
ても、僧尼が伸び伸び、と自由に自己の宗教活動を展開した、と結論している。
4 章 5 章では行基について論じている。行基は養老元年 (717) に弾圧を受けたが、彼の場合も僧尼令に基づいて科
罰されておらず、こうした点から僧尼令を教令法として捉えるよう提言している。そして行基の呪術的性格を否定す
る二葉憲香説などを批判するとともに、行基の宗教活動が弾圧を契機に、異端的呪術・山林修行・路上布教から雑密
系の仏教的呪術や院を拠点とする社会事業(造橋・造池・布施屋)に転換したと述べている。
6 章では、 14世紀まで国家的仏事の中核的存在であった御斎会を検討した。そして、① 7 世紀末からの金光明経斎
会、および 8 世紀中頃に始まる諸寺正月悔過を歴史的前提とする、②称徳朝の神護景雲元年 (767) に仏教政権にふさ
わしい国家儀礼として国家安寧・五穀豊穣を目的に御斎会が創始された、ことを明らかにした。そして御斎会を、古
典文化の代表的儀礼として位置づけるよう提唱している。
第 2 部「古代社会と仏教信仰」では、寺・仏・経典・僧尼・三宝などを古代人がどのようなものと認識していたか
を分析することによって、古代の仏教信仰の特質を検討している。例えば経典はその内容に関心が向けられるよりは、
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